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滴状乾癖を疑った一例
苅谷英郎
緒言: 乾癖は，近年本邦において増加の傾向を示
し，また中毒疹，薬疹等と類似の病像を呈して，そ
の診断が問題となる場合が少くない。今回滴状乾癖
を疑わしめた 1例を観察したので，此処に報告す
る。 ι
症例: 57才，女， 既往歴，家族歴に特記すべき
事項はない。
現病歴: 昭和 39年 9月，四肢に蜜痔ある皮疹を
生じたが治療により軽快した。その後，四肢，胸背
部に，軽度の掻痔落屑を伴う禰漫性紅斑を生じ，当
科外来l乙て汎発性湿疹として，副腎皮質剤等の投与
を受けたが軽快せず，昭和 40年 3月入院した。
入院後の経過: 入院時，皮疹は，躯幹に瀬漫性暗
紅色~鮮紅色の紅斑，四肢に境界鮮明な落屑を伴う
浮腫性剥脱巣があったが，版脅，肘頭，肘寵，膝
蓋，膝胸，外陰には皮疹なく汎発性湿疹様の像を呈
した。血液，尿，肝機能，血清電解質， ACTH皮内
注射試験， Thorn-Test等に異常なく， Auspitz現
皮疹は著明な改善を示した。また人工太陽灯による
皮膚炎，感冒罷患時の解熱剤の投与により，著しい
軽快を示し，現在腰部に僅かの病巣を残すのみであ
る。
考察: 尋常性乾癖は，古来よく知られた代表的な
慢性皮膚疾患である。すなわち四肢伸側就中肘頭，
膝蓋，頭部に好発する皮疹は原則として湿潤する事
のない境界鮮明な紅斑性丘疹または局面を呈し，そ
の上 l乙銀白色の鱗屑を付着する。本症例では，初期
には，好発部位に発せず，ほぼ全身に亘る湿潤傾向
のある禰漫性紅斑で，鱗屑も僅かであった。 Auspitz
現象， Kobner現象は特徴的というが，本症例では
認めない。皮疹の形状  lとより，点状乾癖，滴状乾
癖，貨幣状乾癖，蛇行状乾癖等と称すが，本症例は
滴状乾癖の 1例と思われる。本症の発生頻度は，本
邦の統計では，全皮膚科患者の 0.25%"，  0.35%を占
め，白色人種より低率である。男は女よりやや擢患
し易い。初発年齢は 20"，  30才代が最も多く，幼児，
象， Kりbner現象も認めない。下肢の皮疹の組織学-高齢者に初発する事は稀である。組織学的特徴は，
的所見は，表皮では軽度の錯角化，細胞間浮腫，細
胞内浮腫，真皮では円形細胞浸潤を示し，湿疹様変
化を認めた。レダコルト内肢，カラミンローショ
ジ，ラッサールパスタ等の外用を行ったが，寛解と
増悪を繰返した。その後の組織学的所見は，著明な
錯角化，表皮突起の延長，乳頭の軽度浮腫，乳頭血
管の拡張，表皮内の小膿蕩を示すに至り，乾癖を疑
わしめた。皮疹にレダコルト ODTを行って著明な
改善を見たが，ODYによると思われる紅斑性丘疹
の出現があり，その軽快後に，小豆大~爪甲大の境
界鮮明なやや隆起せる落屑、を伴う紅斑を生じ，臨床
的にも，滴状乾癖様の像を呈した。さらにレダコル
ト内服， ODT，人工太陽灯，白京降軟膏等により，
錯角化，乳頭直上有税層の非薄化，表皮突起の延
長，乳頭浮腫と鼓梓状形態， Munroの小膿蕩であ
る。本症例では， 57才の女子に初発し，組織学的に
は，有束事層の非薄化は見ていない。病因は不明で，
真皮一次病変説，代謝障害就中脂肪代謝障害説，自
己免疫説等がある。治療は，局所的には，ゲッケノレ
マン療法，副腎皮質軟膏 ODT，白京降軟膏が用い
られ，全身的には，副腎皮質ホルモン特にトリアム
シノロンが有効，また発熱療法も効果がある。本症
例も，レダコルト ODT，人工太陽灯，白京降軟膏
で著効を得た。鑑別診断は，局面性湿疹，慢性単純
性苔癖，脂漏性湿疹，中毒疹，薬疹等がある。
